
  

 毎年、年末と年の初めは、一年を振り返り、新し

い決意をたてる時とされています。みなさんが1年

を振り返り新しい決意をたてるにあたって、１０の

ヒントを紹介します。 

◎アメリカにフレッド・アステアというハリウッド

の大スターがいました。彼が初めてオーディショ

ンを受けた時の審査員メモです。「演技力なし、

ちょっと髪の毛が薄い、ダンスは少々できる」 

◎フットボールの名コーチ、ビンス・ロンバルディ

が駆け出しコーチ時代の評価です。「彼はフット

ボ ー ル を ほ と ん ど 知 ら な い し、意 欲 に も 欠 け

る」。 

◎作曲家ベートーベンは不器用でバイオリンが下手

でした。音楽の先生は彼の作曲について次のよう

に言いました。「絶望的」。 

◎大手スーパーマーケットの創始者ウールワース

は、奉公先の雑貨屋の主人からこう言われまし

た。「接客のセンスがない」。 

◎ディズニーの創始者ウォルト・ディズニーが、若

いころ新聞社から辞職を迫られた理由です。「君

にはアイデアがない」。 

◎発明家トーマス・エジソン

の学校での評価です。「頭が

悪くて何一つ学ぶことができ

ない」。 

◎古代ギリシャの哲学者ソクラテスは、当時、次の

ように言われていました。「若者を堕落させる不

道徳者」。 

◎「考える人」で有名な彫刻家ロダンは、美術学校

の入学試験に３回落ちました。 

◎「戦争と平和」の著者トルストイは、「何も学ば

ず、学ぶ気もない」とみなされ大学を成績不良で

退学させられました。 

 

 最後は坂村真民さんの詩「鈍刀を磨く」です。 

鈍刀をいくら磨いても／無駄なことだというが／何

もそんなことばに／耳を貸す必要はない／せっせと

磨くのだ／刀は光らないかも知れないが／磨く本人

が変わってくる／つまり刀がすまぬすまぬと言いな

がら／磨く本人を光るものにしてくれるのだ／そこ

が甚深微妙（じんじんみみょう）の世界だ／だから

せっせと磨くのだ 

※甚深微妙（じんじんみみょう） 

「甚深」は、はなはだ深 いこと 「微妙（みみょ

う）」の「微」は、極めて細かいさま。物事の奥

底、極めて細かいところまで観察したとき、そこに

大切なこと（「妙」）が見えてきます。 

 皆さんが健康な体をつくり夢と希望を抱き続け、

いつまでも学び続けることを願っています。 

『甚深微妙（じんじんみみょう） 』 校長  南波 聡  
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12月2日(水)に実施した島内企業説明会では、

14の企業に参加していただき、1、2年生に対し

て企業説明をしていただきました。進路選択の参

考になる話を沢山伺うことができました。 

11月16日～20日の5日間、生徒に赤い羽根共同

募 金 へ の 協 力 を 呼 び か け ま し た。集 ま っ た 募 金

（4,443円）は生徒会役員が責任を持って対馬市社

会福祉協議会にお渡しし

て き ま し た。こ の 善 意

は、対馬市社会福祉協議

会にも一部分配され、ボ

ランティア事業や在宅福

祉事業をはじめとする地

域福祉活動に活用されて

います。 

≪お知らせ≫ 
 豊玉高校ホームページ   検索 豊玉高校 

 https://www2.news.ed.jp/section/toyotama-h/ 

12月23日(水)『球技大会』を行います。 

12月25日(金)、28日(月)は冬期補習です。 



 県環境アドバイザーの巴山剛様と島おこし協働隊

の小川香織様を講師に迎え、対馬の海ゴミ事情やこれ

からの対馬の可能性など、様々なお話を伺いました。 

郷土講話 11月4日（水） 

 

 
 爽やかな晴天の中、全校生徒で強歩大会を実施し

ました。生徒は、学校を出発して、卯麦地区多目的

集会所を経由し、その後貝口地区集会所を折り返し

て学校へ戻る、往復約16㎞の道のりを歩きました。 

強歩大会 11月20日（金） 
 当日は、支援会議の方々にもご協力いただき、

チェックポイントでの声援や誘導をしていただきまし

た。また、学校ではPTCA活動として保護者の方々に

よる温かい豚汁の炊き出しをしていただきました。声

援の温かさや豚汁の美味しさが、疲れた体に染みわた

りました。本当にありがとうございました。 

校外郷土学習 11月18日（水） 

 島おこし協働隊の方々にガイドをしていただきな

がら、中対馬地区をバスで見学して回りました。 

 養蜂家の扇米稔様、繁殖牛農家の内山琢巳様、ペッ

トボトルと海ゴミで音階楽器を製作する巴山剛様の3

名に講師をしていただき、中対馬の自然環境や伝統文

化から就業に関わることなど、それぞれに興味深いお

話を沢山していただきました。 

＜生徒の感想より（一部抜粋）＞ 

・家族が漁師をしているので、漂着ゴミの影響をまじ

かで感じることができてよかった。 

・視点を変えるとゴミが楽器に変わることが面白い。

対馬は想像力を育ててくれる島だと思う。 

・対馬の魅力は、便利さよりも豊かな暮らしができる

ことだと思った。 

・対馬には、場所や仕事などまだ知らないことが沢山

あると思った。自分も、もっと対馬をPRしたい。 

・養蜂も牛飼いも、シカやイノシシの被害を受けてい

ると聞き、以前より強く深刻な問題だと思った。 


